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日印産連表彰
受賞者の紹介

平成 30 年 5 月に印刷工業会の理事に就任、令和 2
年 5 月に同会常任理事に昇任。平成 30 年 6 月に（一
社）日本印刷産業連合会の理事にも就任し、団体活
動を通して印刷業界の発展に尽力する。また、昨年
は日印産連 GP 認定にも社として協力し、同社４事
業所が認定され事業の拡大に寄与した。印刷工業会
部会にも多くのメンバー派遣等積極的に支援した。

光村印刷株式会社
代表取締役会長

印刷工業会

阿 部  茂 雄

受賞理由

平成 22 年度から令和元年度まで 10 年間、全印工
連の常務理事を、平成 22 年度から 2 年間、東京工
組の常務理事を、さらに平成 24 年度から 8 年間は、
東京工組の副理事長の要職を務める。この間、全印
工連においては、環境委員会委員長や資材対策担当
役員を歴任、また、日印産連においても常任理事や
理事を務め、平成 25 年には労働安全衛生協議会の
委員として、印刷事業所における健康障害防止対策
のための活動を行うなど、印刷産業の振興・発展に
尽力した。

文唱堂印刷株式会社
代表取締役

全日本印刷工業組合連合会

橋 本  唱 一

受賞理由

同社は 1990 年 11 月　北海道からは初めての印
刷工業会の会員として入会した。その後須田幸男氏
が理事に就任、幸男氏の後須田勝一氏が 2010 年
5 月に同会理事に就任。2017 年 5 月迄理事を務
められ後任の須田守社長に理事を引き継がれた。そ
の間遠隔地でありながら総会、懇親会等にも多く参
加され、印刷工業会活動に理事として積極的に支援
した。

株式会社須田製版
会長

印刷工業会

須 田  勝 一

受賞理由

　日印産連表彰は、長年にわたり印刷産業の発展
に貢献された個人・団体に対して顕彰する制度で、

「９月印刷の月」の記念事業として表彰が行われる。
　本年度は、印刷功労賞11名、印刷振興賞17 名
が表彰を受けた。

印刷功労賞
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平成 20 年より理事ならびに宮城工組の理事長を務
め、組合の事業運営により地域製本業の振興発展に
貢献した。平成 23 年の震災に際しては、理事長と
して被災状況の把握や支援の前面に立ち、組合員企
業の復旧復興に尽力した功績は顕著である。この間、
組合の振興ビジョン普及に務め、製本業の取引慣行
改善に寄与している。現在、全日本製本工業組合連
合会 副会長、手帳製本専門委員会の担当副会長とし
ての要職を務める。

共同紙工株式会社
会長

全日本製本工業組合連合会

中 山  正 敏

受賞理由

平成 24 年度から令和元年度まで 8 年間、全印工連
の常務理事を、平成 28 年度から 4 年間、東京地区
印刷協議会会長などの要職を務める。この間、全印
工連において、組織共済委員会委員長として、「魅
力ある組合づくり」を目指し、全国の組合員加入増
強運動や各種共済制度加入促進キャンペーンを推進
して大きな成果を上げるなど、印刷産業の発展向上
に大きく貢献した。

ライオン印刷株式会社　
代表取締役

全日本印刷工業組合連合会　

黒 澤  文 雄

受賞理由

平成 22 年より日本フォーム印刷工業連合会の常任
理事、平成 26 年より副会長並びに関東フォーム印
刷工業会の会長に就任し、その重責を担う。活性化
委員会の新設、業界組織の多岐にわたる事業全般の
運営に積極的に取組み、円滑な運営と発展に尽力し
た。企業においても平成 28 年に印刷産業環境優良
工場表彰を受賞。印刷業界の持続的価値向上を推進
し、業界組織の活性化を目指して運営に寄与した功
績は多大である。

光ビジネスフォーム株式会社
特別顧問

日本フォーム印刷工業連合会

林 　 陽 一

受賞理由

平成 24 年より理事、副会長を歴任し、総務財政委
員会、組織改革プロジェクト、経営委員会など各種
委員会活動の中核として事業を普及推進した。平成
22 年には近畿地協会長として多岐にわたる組合運
営に積極的に取り組み、地協、支部活動に大きく貢
献した。グラフィックサービス業の振興と発展に寄
与した功績は多大である。

株式会社登プリント社
代表取締役社長

一般社団法人
日本グラフィックサービス工業会

岩 下 　 登

受賞理由

印刷功労賞

日印産連表彰受賞者の紹介



5

日印産連表彰
受賞者の紹介

神奈川組合理事長として、研修会を積極的に開催す
るとともに若手経営者の育成に当たり、組合活動の
活性化と若返りを果たした功績は大なるものがあ
る。また横浜市技能職団体連絡協議会が毎年開催す
る「匠の小学校」において、神奈川組合理事長とし
てスクリーン印刷でトートバックなどを印刷する体
験教室を統率し、多くの子供達が参加することでス
クリーン印刷の一般への普及に寄与した。

株式会社光版技研
代表取締役

全日本スクリーン・デジタル
印刷協同組合連合会

堀 内  裕 司

受賞理由

多年に亘り経営環境の激化に対応したビジネス展
開を構築し、経営基盤の確立に努める傍ら、業界組
織の要職を歴任、現在 GCJ 副会長・GC 北海道理
事として活躍。北海道地区の業界組織の多岐に亘る
事業全般の運営、振興に積極的に取り組み、円滑な
組織の振興発展、維持に先導的役割に努める。組合
事業の推進を通じて、組合員への情報提供、共有化
などに寄与した功績は顕著である。

株式会社プロセスレボ	
代表取締役社長	

日本グラフィックコミュニケーションズ
工業組合連合会

杉 渕  好 美

受賞理由

全日本シール印刷協同組合連合会では１期２年副会
長を務め、組織の強化に向けて組合員・会友の結束
を図るべく活動に尽力した。また、日印産連への派
遣委員として参画した価値創出委員会では、「じゃ
ぱにうむ」の活動において、当連合会の企業紹介・
事例発表（地方創生・地域活性化成功事例）におい
てはリーダーシップを発揮して当連合会の企業を紹
介してこの活動に取り組み成功させた。これらの活
動から功労賞候補に推薦する。

株式会社テクスチャー
代表取締役

全日本シール印刷協同組合連合会

清 水  重 行

受賞理由

日印産連において、2008 年よりＧＰ推進部会の委
員に、2011 年にはＧＰ周知活動 WG の座長に就
任し、氏の友人である小山薫堂氏を 2016 年に「Ｇ
Ｐ」ＰＲ大使に招き、翌年には「印刷と私」エッセイ・
作文コンテストをスタートし、コロナ禍の昨年はエ
ッセンシャルワーカーへ贈るポストカードを映像
化。また、小山薫堂氏と千倉真理氏による「印刷と私」
トークショーの動画を公開するなど、一般社会に印
刷業界を周知した貢献は多大である。

株式会社巧芸社
代表取締役社長

全国グラビア協同組合連合会

山 下  雅 稔

受賞理由
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平成 22 年度からの 12 年間、全印工連理事および茨城県
工組理事長を務め、平成 30 年度からは、関東甲信越静地
区印刷協議会副会長として、全印工連各種事業を積極的に
推進し、中小印刷業界の発展向上に大きく貢献した。

冨士オフセット印刷株式会社
代表取締役

全日本印刷工業組合連合会

松 本  隆 史

受賞理由

平成 24 年度からの 10 年間、全印工連理事、三重県工組
理事長および中部地区印刷協議会副会長などの要職を務め
る。この間、業態変革事業やソリューションプロバイダー
への進化など各種事業の先頭に立ち、中小印刷業界の振興
発展に果した功績は顕著である。

富士印刷株式会社
代表取締役社長

全日本印刷工業組合連合会

水 谷  勝 也

受賞理由

渋江氏は、当社に４１年の長きにわたり勤務し、建材・購買・産
業資材と多岐にわたる事業領域において活躍して参りました。こ
の間、建材事業部や購買部の構造改革や産業資材事業部の立ち
上げに顕著な成果を挙げた他、２０１４年以降は執行役員として
後進の育成と経営の近代化にも注力し、会社・業界へも多大な
貢献をしてきたことを高く評価し、推薦するものです。

株式会社千代田グラビヤ
上席執行役員
産業資材事業部長

印刷工業会

渋 江  善 彦

受賞理由

大古氏は株式会社トッパン・コスモ入社以来、建装材事業
の営業を担当、中部、更に首都圏の部門責任者として役員
を歴任し、建装材部門の振興と人材育成に尽力した。平成
25（2013）年より印刷工業会建材部会長を努め、建装材
業界全体の発展に貢献している。

凸版印刷株式会社
生活・産業事業本部
環境デザイン事業部　営業本部長

印刷工業会

大 古 　 淳

受賞理由

入社以来、製造職場（主に印刷）を歴任し、工場長として出版、商印の
主要工場の生産効率改善に取り組んだ。その後は品質保証統括部長とし
て全社製造物の品質管理、またこれまでに培われた知見をもって監査室
長としてグループ全体の適正な業務運営および実行性ある管理の実現に
努めた。社外では日印産連の技能五輪運営協議会に参加。日本代表国内
選考会等に 2020 年 3 月まで尽力した。

常磐共同印刷株式会社
代表取締役社長

印刷工業会

鈴 木  秀 治

受賞理由

液体用紙容器生産工程における製版・刷版・印刷業務に
長年携わり、特に製版工程ではアナログのフィルム集版
から近年のデジタル編集まで精通した知識を駆使し、製
版技術・印刷技術力向上に貢献した。

日本製紙株式会社
紙パック営業本部　　　　　
紙パック営業統括部技術調査役

印刷工業会

長 谷 川  明 雄

受賞理由

印刷振興賞

日印産連表彰受賞者の紹介
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日印産連表彰
受賞者の紹介

平成 24 年より理事を務める。インターネット放送「ジャ
グラ BB」を会員のインフラと位置づけ、委員長としてコ
ンテンツの拡充、普及に努める。平成 26 年より現在まで
東京・城南支部長、東京グラフィックス副会長を務め、地
域活性化、組織拡大に尽力した。

株式会社グッドクロス
代表取締役社長

一般社団法人
日本グラフィックサービス工業会

原 田  大 輔

受賞理由

平成 26 年より理事ならびに東京工組 広報委員長に就任、
現在は当委員会を管轄する副理事長を務める。この間、組
合員に広く読まれる機関誌を標榜し、関連機械・資材事業
者への取材など多数の新連載企画の掲載により組合員への
情報発信に大きく貢献した。

有限会社中島製本所
代表取締役社長

全日本製本工業組合連合会

中 島  誠 一

受賞理由

2012 年、九州フォーム印刷工業会の事務局長に就任。2015 年 10 月
には九州開催の持ち回り理事会の成功に尽力。また、2018 年中国・四
国フォーム印刷工業会との合同研修会を企画・開催し、寺小屋プロジェ
クトの活動を推進。長年、事務局として尽力し理事会や研修会等を通じ、
九州のみならず他地区の工業会会員企業との連携を深め、業界発展に大
きく貢献された。

株式会社プロゴワス
シニアアドバイザー

日本フォーム印刷工業連合会

福 徳  孝 志

受賞理由

平成 26 年より理事、副会長を歴任。コンテスト事業と
してジャグラ作品展、年賀状デザインコンテストの普及
拡大を図る。また、平成 24 年から 9 年にわたり神奈川
県支部長として地域活性化、組織拡大に大きく貢献した。

有限会社中溝グラフィック
代表取締役社長

一般社団法人
日本グラフィックサービス工業会

岡 澤 　 誠

受賞理由

平成 26 年度からの 8 年間にわたり、全印工連理事、岩
手県工組理事長として中小印刷業界の振興発展に尽力す
る。平成 24 年度からは、全印工連組織活性委員会委員と
して、各種共済事業の拡充に努め、全国の組合員企業の福
利厚生の向上に大きく貢献した。

川口印刷工業株式会社
代表取締役社長

全日本印刷工業組合連合会

斎 藤 　 誠

受賞理由

長きにわたり東北フォーム印刷工業会の活動に尽力し、東
北地区会長を各県持ち回りに決定した際には自ら率先して
その任に当たり、混乱なく会の運営の道筋をつけていただ
いた。会長退任後も理事として継続してフォーム印刷業界
の発展に寄与する企業活動を続けている。

第一フォーム印刷株式会社
代表取締役

日本フォーム印刷工業連合会

西 村  孝 之

受賞理由
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厳しい社会情勢により、組合員の退会に伴う収入の減少
が顕著となる中、財政改善を図るべく監事に推挙された。
組合事業にも協力を惜しまず、温厚篤実な人柄を以て若
い役員を支え、広い眼識からなる助言は常に有益で、組
合の改善に大いに尽力された。

株式会社金川精巧堂
代表取締役

全日本光沢化工紙協同組合連合会

安 藝  和 行

受賞理由

大気汚染防止法に対応する為、排ガス中の VOC を光波干
渉式を使い連続検知できる事により小型化した省エネ型乾
燥炉と濃縮装置を開発し，約 1,500 ユニットに同方式が
採用され、既設工場の VOC 削減に果たした功績は極めて
顕著である。

熱技術開発株式会社
監査役

全国グラビア協同組合連合会

高 松  忠 彦

受賞理由

高耐候・高発色の各種ステッカー制作では 40 年の豊富な
実績を有しており、他社の追随を許さない技術力に定評が
ある。2020年にはトヨタ自動車のプロボノ活動に参加しB 
to C 拡販に取り組み成果を得た。

太美工芸株式会社
取締役会長

全日本スクリーン・デジタル
印刷協同組合連合会

野 田  太 志

受賞理由

企業経営に従事する傍ら、業界団体組織の要職を歴任、
GCJ 副会長・GC 東京副理事長として全国及び東京地区
の厳しい業界組織の運営全般の改善に尽力するとともに、
多岐に亘る組合の各種事業活動及び業務全般の運営に尽
力した功績は多大である。

株式会社一真社
代表取締役社長

日本グラフィックコミュニケーションズ
工業組合連合会

中 田  辰 悟

受賞理由

全日本シール印刷協同組合連合会では理事・環境委員を務めて環境優良
工場の普及に尽力した。シール印刷四国協同組合では副理事長として組
織の拡大に向けて組合員の増強と確保に向けて尽力した。その一環とし
てシールラベルコンテストでは PR 活動を実践しながら、自らも参加し
て取り組んだ。これらの活動から振興賞候補に推薦する。

株式会社アイワ
会長

全日本シール印刷協同組合連合会

押 条  重 光

受賞理由

印刷振興賞

日印産連表彰受賞者の紹介

第 19 回第 19 回
印刷産業環境優良工場表彰について印刷産業環境優良工場表彰について

第 19 回
印刷産業環境優良工場表彰について



『2020 年度第 19 回印刷産業環境優良工場表彰』は、2019 年 11月から第 1 次の募

集を開始し、2020 年 9 月に開催する「2020 年 印刷の月 記念式典」で表彰を行う予定

にしておりましたが、新型コロナウイルスの影響で上位賞に該当する工場に対して行う現地

審査を、当初の予定通り実施することが出来ず、2020 年度中の表彰は見送りとなりました。

今回受賞が決定した10 社については、2021 年 9 月に開催する「2021 年 印刷の月 

記念式典」で表彰を行います。

第 19 回印刷産業環境優良工場表彰の表彰式が当初行う予定であった 2020 年 9 月か

ら、2021 年 9 月に 1 年間延期になったことに伴い、2021 年度は新たな募集は行わず、

今後の応募拡大やレベルアップに向けた活動を行う予定です。

第 20 回の募集については、『2022 年度 第 20 回印刷産業環境優良工場表彰』として、

2021年 11月頃より募集を開始する予定にしております。

第 19 回を迎えた印刷産業環境優良工場表彰は、一般部門、小規模
事業所部門合計 65 工場からの応募があった。今回は過去に局長賞・
会長賞を受賞した 9 工場から応募があり、レベルの高い内容が期待
されたが、新型コロナウイルスの影響で現地審査を約 5 か月延期せ
ざるを得ないなど、応募から現地審査の期間が長く、その間も各社が

新型コロナウイルスの対応に追われ、上位賞候補の内 2 社が審査を辞退するこことなり、
厳しい状況の中で昨年に続き経済産業大臣賞は該当工場無しとなった。

受賞工場の特徴として、環境問題への取組に対する社会の関心が高まる中、「地球温暖
化防止」に寄与する「再生可能エネルギーの採用」「各種の省エネの取組」や、「大気汚
染防止」を考慮した「VOC 排出抑制施策」「環境に配慮した資材の採用」を実施する他、
工場周辺の環境に配慮した活動を進めるなど、トップの方針を従業員と一体となって実
践し、また自社の活動を積極的に発信することで、社外からの評価も取り入れ、より高
いレベルの活動に進もうとしている姿が窺える。

その他の会社も廃棄物の削減、GP 認定品の採用や地域の環境問題への参画など、自
主的な取り組みが機能して成果を上げており、今後も水平展開できるモデル事例として
の活用が望まれる。

第 19 回第 19 回
印刷産業環境優良工場表彰について印刷産業環境優良工場表彰について

総 評

第 19 回
印刷産業環境優良工場表彰について
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代 表 者 名 	 代表取締役　犬養　岬太
工場所在地 	 埼玉県飯能市
所 属 団 体 	 日本グラフィック

	 コミュニケーションズ工業組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役社長 大川　哲郎
工場所在地 	 神奈川県横浜市
所 属 団 体 	 全日本印刷工業組合連合会

推薦理由
　

　本工場は、2015 年 9 月に操業を開始した、埼玉県飯
能市の準工業地域にある、ポスター・カタログや店頭
POP を製造する正規従業員 52 名の工場である。今回
初めての応募であるが、移転前の 2013 年に旧高島平工
場で「会長賞」を受賞しており、会社として環境活動の
しくみが定着している。GP 認定工場を取得しており、環
境問題への取組として「地球温暖化防止」「大気汚染防止」

「産業廃棄物・特別管理廃棄物の削減」「リサイクルの推進」
「持続可能な資源の利用促進」を掲げ、それぞれ目標を設
定し、3 か月ごとの環境委員会で評価し、PDCA のサイ
クルを回している。従業員の健康管理を経営方針の重要
事項と位置付けた活動が行われており、また外国人労働
者の受け入れとそれに対する配慮もなされておりトップ
から第一線の従業員まで工場が一体となって取り組んで
いることは評価に値する。
　これらのことから総合的に判断して、経済産業省商務
情報政策局長賞に推薦するものである。

推薦理由
　

　本工場は、1973 年 7 月に操業を開始した、横浜市の
工業地域にある、医薬品添付文書・食品包装紙や一般商
業印刷物を製造する正規従業員 18 名の工場である。小
規模工場であるが、社長から一般社員まで環境に対する
高い理念を共有し、 SDGs を前面に打ち出した環境活動
を展開している。FSC 認証用紙の利用促進、ノン VOC
インキ採用率 96％など材料面の環境配慮から、2019
年には再生可能エネルギー 100％を達成しており、ゼロ
エミッションプロジェクトの推進等、他社の模範となる
先進的な取組が行われており、成果も上げている。ホー
ムページ上での CO2 排出削減量のリアルタイム表示、
SCOPE3 の勉強会やオープンファクトリーの実施など、
一般向けの情報発信も積極的に行っている。
これらのことから総合的に判断して、経済産業省商務情
報政策局長賞に推薦するものである。
　同社は 2018 年の「第 2 回ジャパン SDGs アワード」
で「パートナーシップ賞」を受賞している。

株式会社光陽社飯能プリンティングセンター BASE

株式会社大川印刷

一般部門

小規模事業所部門

第 19 回 印刷産業環境優良工場表彰

経済産業省商務情報政策局長賞　２工場
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代 表 者 名 	 代表取締役 中條　遥
工場所在地 	 京都府京都市
所 属 団 体 	 全日本印刷工業組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役社長 母里　圭太郎
工場所在地 	 福岡県うきは市
所 属 団 体 	 全国グラビア協同組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役　坂本　研一
工場所在地 	 熊本県熊本市
所 属 団 体 	 全日本シール印刷協同組合連合会

　　　　　　 全日本印刷工業組合連合会

推薦理由 　
　本工場は、1993 年 3 月に操業を開始した京都市南区にある、
手帳、年史・社史、パンフレット、ポスター等を製造する正規従
業員 48 名の工場である。ISO14001を取得し、ISO をベース
としたマネジメントサイクルが運用されており、データの取得と
それに基づいた目標設定並びに評価を行うことで、電力・ガスの
使用量削減や、廃棄物の削減、PRTR 対象物質の取扱い半減等、
数値的な効果も表れており、「京都市産廃処理 3R 優良事業所」
は 3 年連続で認定されている。行政とのコミュニケーションもし 
っかり取られており、工場周辺対策を含めた環境への取組を効率
よく実施している。
　これらの活動から、一般社団法人日本印刷産業連合会会長賞に
推薦するものである。

推薦理由 　
　本工場は、2014 年 1月に操業を開始した、福岡県うきは市に
ある食料品向けの軟包装資材を製造する正規従業員 27 名の工場
である。比較的新しい工場であり、ハード面での対応は一定以上
のレベルで、 2019 年に排ガス処理装置を導入するなどの VOC
排出抑制や、省エネ対策としての燃料転換、廃熱利用、LED 化等、
環境負荷の高いグラビア工場として、積極的に環境対策を行って
いる。またメーカーとの勉強会の実施や、工場周辺の清掃、産業
祭への参加など、ステークホルダーや地域社会への取組も着実に
行われている。
　その活動は意欲的・積極的であり、一般社団法人日本印刷産業
連合会会長賞に推薦するものである。

推薦理由 　
　本工場は、1988 年 2 月に操業を開始した、熊本市の工業地
域にある、シール・ラベルを製造する正規従業員 24 名の工場で
ある。GP 認定工場の取得、全印工連の環境推進工場並びに
CSR 認定を受けており小規模事業所でありながら専門部署とし
て環境推進部を設定し、「産業廃棄物の管理・削減」「省エネ」「職
場環境の整備」他をテーマとして活動を進めている。各指標を数
値化して目標を掲げ、それを小集団活動で実施し、月次の CSR
委員会でフォローし、今後の活動に生かしており、トップマネジ
メントによる PDCA のサイクルが機能し活動が継続的に行われ
ていることが窺える。
　これらの活動から、一般社団法人日本印刷産業連合会会長賞に
推薦するものである。

河北印刷株式会社 本社工場

株式会社平野屋物産

株式会社九州クラフト工業

一般社団法人 日本印刷産業連合会 会長賞 ３工場

一般部門

一般部門

小規模事業所部門
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代 表 者 名 	 代表取締役社長　佐川　正純
工場所在地 	 愛媛県松山市
所 属 団 体 	 全日本印刷工業組合連合会

	 全日本スクリーン・デジタル印刷協同組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役　小杉　善文
工場所在地 	 石川県白山市
所 属 団 体 	 全日本シール印刷協同組合連合会

	 全日本印刷工業組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役会長　瀬戸　良教
工場所在地 	 東京都江東区
所 属 団 体 	 日本フォーム印刷工業連合会

	 全日本印刷工業組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役　皆川　一昭
工場所在地 	 東京都足立区
所 属 団 体 	 全日本製本工業組合連合会

代 表 者 名 	 代表取締役社長　尾島　剛
工場所在地 	 東京都八王子市
所 属 団 体 	 全日本スクリーン・デジタル印刷協同組合連合会

佐川印刷株式会社
松山第一工場

株式会社金沢シール
株式会社昇寿堂

深川工場

有限会社皆川製本所 株式会社デカルジャパン
本社工場

一般部門

小規模事業所部門

本 5 工場は、環境優良に努力を払うとと
もに改善が認められ、特にその活動に特色
があることから、その業種の特殊性や企業
規模を鑑み、今後のさらなる環境改善を期
待し、一般社団法人日本印刷産業連合会環
境優良工場奨励賞に推薦するものである。

第 19 回 印刷産業環境優良工場表彰

一般社団法人 日本印刷産業連合会 奨励賞　5 工場

推薦
理由
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2021 GP環境大賞等表彰
GP 環境大賞ゴールドプライズ

ＧＰ環境大賞
ＧＰマーク普及大賞
ＧＰ資機材環境大賞

　ＧＰ環境大賞を３回以上受賞した企業・団体にＧＰ環境大賞
ゴールドプライズを贈呈いたします。

ＧＰ環境大賞ゴールドプライズ

　日印産連では、印刷業界独自に定めた環境自主基準「印刷サービスグリーン基準」を制定し、本基準の項目を達成
した工場・事業所を認定、環境経営に積極的な印刷企業として推奨するとともに、同基準に適合した印刷製品へ「GP 
マーク」を表示する印刷総合環境配慮制度「GP 認定制度（グリーンプリンティング認定制度）」の取り組みを進めて
います。
　なお、本年より「GP 環境大賞ゴールドプライズ」を新たに設けるとともに、GP 環境大賞・GP マーク普及大賞に
各部門を設けました。

NTTタウンページ
株式会社 大阪商工信用金庫 株式会社

タカラトミー

新設
（3 社・団体）

　ＧＰ認定制度を活用し、ＧＰマーク表示印刷製品を多く発注したクライアントに対し、
表示部数、表示件数及びＧＰマーク普及貢献等総合的観点から以下の企業を大賞、準
大賞を贈呈いたします。

大賞 （３社・団体）GP環境大賞 一般印刷の部

2021ＧＰ環境大賞

株式会社
ジェイアール東日本企画 東京都 株式会社

ホンダコムテック

13



14

　印刷業界が推進しているＧＰ認定制度において、ＧＰマーク普及に貢献したＧＰ工
場に対し、ＧＰマーク表示受注件数及びＧＰマーク普及貢献等総合的観点から以下の
ＧＰ工場（会社単位）に大賞、準大賞を贈呈いたします。

イズミヤ株式会社

東武鉄道株式会社

全国間税会総連合会

武蔵野赤十字病院

社会福祉法人恩賜財団済生会

株式会社ホテルショコラ

東京都三鷹市

プレミアアンチエイジング
株式会社

レインボー薬品
株式会社

2021ＧＰマーク普及大賞

ＮＴＴ印刷
株式会社

株式会社
笠間製本印刷

六三印刷
株式会社

準大賞

大賞 準大賞

（7社・団体）

（2社・団体） （2社・団体）

GP環境大賞

GP環境大賞

一般印刷の部

パッケージ印刷の部

竹下製菓
株式会社

株式会社
チャーリー

大賞 （3社）GPマーク普及大賞 オフセット印刷部門

14
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　印刷業界が推進しているＧＰ認定制度において、ＧＰ資機材認定製品の提供に貢献し
ている資機材メーカーに対し、ＧＰ資機材認定製品登録数及びＧＰマークスター数の観
点から以下のメーカーに大賞を贈呈いたします。
※過去受賞メーカーは選考の対象になっておりません。

伊藤印刷株式会社

ASIAMIX 株式会社

株式会社太陽堂印刷所

精英堂印刷株式会社

岩岡印刷工業株式会社

コダック合同会社

株式会社文伸

セキ株式会社

準大賞

株式会社
北四国グラビア印刷

株式会社
シュウエイ

2021ＧＰ資機材環境大賞

　日印産連では、今後も GP 環境大賞、GP マーク普及大賞、GP 資機材環境大賞を推進することで、GP 認定工場の活
用、印刷製品への環境配慮、印刷工場の環境配慮がさらに促進され、GP マークの認知度向上に資するものと期待してい
ます。なお、GP 環境大賞、GP マーク普及大賞、GP 資機材環境大賞の結果は日印産連のホームページをはじめ、さま
ざまな機会に広報してまいります。

準大賞 （2社）

株式会社
巧芸社

東包印刷
株式会社

準大賞

大賞

大賞

（6社）

（1社）

（1社）

GPマーク普及大賞

GPマーク普及大賞

GPマーク普及大賞

オフセット印刷部門

グラビア・シール・スクリーン印刷部門

製本・表面加工部門

大賞

大賞

（1社）

（1社）

GP資機材環境大賞

GP資機材環境大賞

資材部門

機材部門
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